
 

令和２年度シラバス（ 保健体育 ）     学番４１ 新潟県立見附高等学校  

教科(科目) 保健体育（体育） 単位数 3単位 学年 １学年 （必修） 

使用教科書 最新高等保健体育 改訂版 （大修館） 

副教材等 なし 

１ 学習目標      
運動の合理的および計画的な実践を通して、知識と技能を高めることにより、運動の楽しさや喜びを味わうことができ

るようにする。また自己の状況に応じて体力の向上を図る能力を育てる。公正、協力、責任などの社会的態度を育て、生
涯を通じ明るく豊かで活力ある生活を営む資質や能力を育む。 

２ 指導の重点                  
①運動技能を高め、運動の楽しさ、喜びを味わう。 
②社会的態度を育て、生涯を通じて活力ある生活を営む資質や能力を高める。 

３ 学習計画                              

   月 単元名 学習活動(指導内容) 時間 

4 オリエンテーション 

集団行動・学校体操 

  〔６〕 

体つくり運動 

  〔１０〕 

・授業に関わる内容、目標を理解させ、統制の取れた動きを実現するために、仲間

と協力し、練習の仕方や号令のかけ方を工夫することができるようにする。 

・本校の伝統である学校体操の特性を理解し、協力しながら全員ができるようにす

る。 

・運動の楽しさや喜びを味わうとともに、運動に親しんでいく基盤となる活動を行

うことができるようにする。また仲間と交流しながら、主運動につながる活動を行

う。 

 

 

１６ 

5 

6 男子： 

陸上競技（走系統) 

  〔１０〕 

ソフトボール〔６〕 

柔道〔４〕 

 

女子： 

器械運動〔１２〕 

剣道〔８〕 

【陸上競技】走る・跳ぶの基本動作や基本技術を習得して、競技したり、記録

を高めたりすることができるようにする。 

【ソフトボール】基礎・基本の技術を習得し、ルールや審判法を理解しゲーム

が進められるようにする。 

【器械運動】さまざまな技に挑戦し、一連の演技にまとめ発表ができるように

する。 

【剣道】剣道の伝統的な考え方を理解し、それに基づく行動の仕方や技術を身

につける。 

 

 

 

２０ 
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9 

 

陸上競技（長距離） ・記録の向上の喜びや競争の楽しさを味わうことができるようにする。 

・一定のペースを守りながら走れるようにする。 

１２ 

体育理論 ・人間にとって「動く」とは何か 

・スポーツの始まりと変遷 

２ 

10 男子： 

ソフトボール〔６〕 

柔道〔５〕 

バレーボール〔２０〕 

 

女子：球技 

バスケットボール 

バレーボール 

バドミントン 

① 〔１７〕 

② 〔１７〕 

【ソフトボール】基礎・基本の技術を習得し、ルールや審判法を理解しゲームが進

められるようする。 

【柔道】柔道の伝統的な考え方を理解し、それに基づく行動の仕方を身につける。 

【バレーボール】基礎・基本の技術を理解し、バレーボールの楽しさを経験する。

また、ルールを理解し、チームとして組織的な攻撃・防御が展開できるようにする。 

【バスケットボール】基礎・基本の技術を習得し、連係プレーでゲームが進められ

るようにする。 

【バドミントン】基礎・基本の技術を習得し、ルールを理解し、シングルスやダブ

ルスでの攻撃・防御が展開できるようにする。 

男子 

３１ 

 

 

 

女子 

３４ 

11 

12 

体育理論 ・スポーツ文化の楽しみ方 

・オリンピックと国際理解 

２ 



                                                    

   月 単元名 学習活動(指導内容) 時間 

1 男子： 

バスケットボール 

  〔２０〕 

女子： 

球技（同上）〔１７〕 

 

【バスケットボール】基礎・基本の技術を習得し、連係プレーでゲームが進め

られるようにする。 

男子 

２０ 

 

女子 

１７ 

2 

3 体育理論 ・スポーツと経済 

・ドーピングとスポーツ倫理 

 ２ 

計 105  時間（50分授業） 

 

４ 課題･提出物等 
なし 
 
 

５ 評価規準と評価方法 

評価は次の観点から行います｡ 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解 

運動の楽しさや喜びを深く味わう
ことができるよう、運動の合理的、計
画的な実践に主体的に取り組もうと
する。また、個人生活及び社会生活に
おける健康・安全について関心を持
ち、意欲的に学習に取り組もうとして
いる。 
 

生涯にわたる豊かなスポーツライフ
の実現を目指して、自己や仲間の課
題に応じた運動の取り組み方や健康
の保持及び体力を高めるための運動
の計画を工夫している。また、個人
生活及び社会生活における健康・安
全について、課題の解決を目指して
考え、判断し、それを表している。 
 

運動の合理的な実践を通して、運動
の特性に応じた段階的な技能を身に
付けている。 

運動の合理的、計画的な実践に関す
る具体的な事項及び生涯にわたって
豊かなスポーツライフを継続するた
めの理論について理解している。ま
た、個人生活及び社会生活における
健康・安全について、課題の解決に
役立つ基礎的な事項を理解してい
る。 

  
 

 


